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●主な内容 Contents●
オリジナル『婚姻届』ができました ……Ｐ２
保健だより …………………………………Ｐ３
家庭系ごみの分け方・出し方 ……………Ｐ４
インフォメーションガーデン ……………Ｐ12～13

☆旬の食材あれこれ ～１１月～☆
「きんめだい　蒸し焼きにて　差し上げる」
　金目鯛についてキャッチコピーのようなものを作ってみま
した！あれ？写真は煮付けなのに蒸し焼き？いえいえ、金目
鯛は、蒸して良し、焼いて良し、煮て良し、刺身良し、揚げて
良しと様々な料理で美味しくいただける魚。それを全部込めて

「きんめだい　蒸し焼き煮て　刺し揚げる」
･･･ おあとがよろしいようで (^^) ゞ



勝浦市オリジナル『婚姻届』ができました
　勝浦市では、新たにご夫婦となる方の思い出としていただけるよう、オリジナル『婚姻届』を４種類作成しました。
これらの届書用紙は、市外の方もご利用いただけるほか、勝浦市内の方が他市町村へ提出する場合もご利用いた
だけます。
　希望される方は、市役所市民課の窓口で配布していますのでお申し出ください。また、
勝浦市公式ホームページからもダウンロードしてご使用いただけま
す。勝浦市のマスコットキャラクター『カッピー』
がみなさんの門出を祝福します！
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申込・問合せ　介護健康課　健康管理係（☎７３−６６１４）

※は持ちもの【各種健康相談】
●乳幼児健康相談（一部には個別通知あり）
　対象：0歳～就学前のお子さま
　☞12月13日㈫　受付：13：30～15：00
　芸術文化交流センター
※母子健康手帳・使用中の歯ブラシ・アンケート（一部の方のみ）

以下については対象者に個別通知します。
●お誕生教室　対象：Ｈ27年11月～12月生まれの方
　☞12月13日㈫　受付：9：30～10：30　芸術文化交流センター
※母子健康手帳・アンケート・使用中の歯ブラシ
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●手づくりおもちゃで遊ぼう
　対象：乳幼児と保護者
　☞12月14日㈬　受付：10：30～11：30
　こども館　＊予約不要
※水分補給できるもの
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問合せ　清掃センター　☎　７３－２３７０

ご協力をお願いします！
家庭系ごみの分け方・出し方について

　ごみの減量化 ・ 資源化のため、ごみの分別排出にご協力いただいておりますが、ペットボトル
と古紙類の分別が正しくないケースが見受けられます。正しい分け方 ・ 出し方についてお知らせ
いたしますので、適切な分別排出にご協力をお願いいたします。

○ペットボトル

○古紙類

　ペットボトルのキャップとラベルはボトル本体とは異なる素材が利用されており、それぞれのルートでリサ
イクルされます。ペットボトルはつぶすことで袋に多く入れることができ、収集車も一度にたくさん運ぶこと
ができます。

　燃やせるごみの中には多くのリサイクル可能な紙ごみが含まれており、これらを分別し、資源物として回収
することでごみの焼却量を減らし、古紙類の売却量を増やすことができます。

種　　類 清涼飲料 （お茶、ジュースなど）、酒類、しょうゆなどの容器でマーク　　　のついたもの

出 し 方 勝浦市の指定袋 （透明 ・ 青字） に入れる

注意事項

キャップをとり、ラベルをはがし、中を軽くすすぎ、つぶして出してください。

キャップの下のリングは外す必要ありません。

キャップとラベルはプラマーク　　　の日に出してください。

種　　類

新聞紙
ダンボール
飲料用紙パック
雑誌 ・ 雑がみ （紙箱、トイレットペーパーの芯、包装紙、紙袋、パンフレット、封筒など）

出 し 方 ひもで十字にしばる

注意事項

種類ごとにまとめてひもで十字にしばってください。ひもの素材は問いません。
小さい雑がみは雑誌にはさむか紙袋や封筒に入れてください。

次のものは燃やせるごみの日に出してください。
●内側にアルミの付いた飲料用紙パック
●油や食品で汚れた紙（ケーキ ・ ドーナツの箱など）
●防水加工紙 （紙コップ ・ 紙皿など）
●においのついた紙 （洗剤の箱 ・ 石けんの包み紙など）
●水に溶けない紙 （写真 ・ シール台紙 ・ 圧着はがきなど）
●感熱紙 （レシートなど）
●カーボン紙 （宅急便の複写伝票など） 

良い例

雑がみ
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相談日

12月

まずは相談してみませんか？
  悩みごと、わからないことなど、
  お気軽に相談を

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。

●相　　談　　名

日（曜日） 時　間 場　所 問合せ（予約）（☎番号）

●合同相談（行政相談・人権相談・心配ごとの相談など）

　６日（火）
１３時～１５時（受付時間）

保健福祉センター 社会福祉協議会（７３－６１０１）

１３日（火） 市役所 市民課　　　　 （７３－６６１２）
●市民法律相談（★予約制・先着順５名まで・１名につき３０分間）

　８日（木）
１３時～１６時 市役所 総務課（７３－６６４６）

２２日（木）
●家庭教育相談（家庭教育問題）

月・火・水・金曜日 ８時３０分～１６時 社会教育課 社会教育課（７３－６６６５）

●学校教育に関する相談

火・水・金曜日 ８時３０分～１６時 教育課 教育課（７３－６６６４）

●消費生活相談

月～金曜日 ９時～１６時３０分
電話相談 千葉県消費者センター

（０４７－４３４－０９９９）土曜日 ９時～１６時

●損害保険に関する相談、トラブル解決機関（★電話および面談）

祝日を除く月～金曜日 ９時１５分～１７時 そんぽＡＤＲセンター
東京

日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター東京
（０５７０－０２２－８０８）

●弁護士による交通事故無料相談　（★予約制・面談のみ）

第３水曜日 １３時３０分～１５時３０分 電話で確認 日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター東京
（０５７０－０２２－８０８）

●女性のための総合相談　

祝日を除く火～日曜日 ９時３０分～１６時 電話相談 千葉県男女共同参画センター
（０４－７１４０－８６０５）

●男性のための総合相談

祝日を除く火・水曜日 １６時～２０時 電話相談 千葉県男女共同参画センター
（０４３－２８５－０２３１）

●精神障害者の自立・社会参加に関する相談

水・日・祝・
年末年始を除く毎日 １０時～１６時 大多喜町上原７８６ いすみ地域活動支援センターレインボー

（８２－２２２０）

●ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談

祝日を除く月～金曜日 １０時～１７時 電話相談 （社）千葉県労働者福祉協議会
（０１２０－５３－４１４１）

●千葉南東部地域若者サポートステーション（若者の就労・自立の支援）（★予約制）

祝日を除く月～金曜日 ９時３０分～１６時３０分 茂原市役所 千葉南東部地域若者サポートステーション
（０４７５－２３－５５１５）

●２４時間健康相談ダイヤル

年中無休 ２４時間対応 電話相談 ０１２０－１４３－２５１

●電話de詐欺（振り込め詐欺）専用ダイヤル

祝日を除く月～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 電話相談 電話 de 詐欺専用ダイヤル
（０１２０－４９４－５０６）
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スポ〜ツ＆カルチャ〜（敬称略）

男子の部
　優勝　Ｓｃｒａｔｃｈ
女子の部
　優勝　ＫＬＣ

優　勝　　串浜チーム

◇レギュラーの部
　①千葉　伸二（市野川）65.0［36.0］
　②渡辺　雄大（市野川）68.4［21.6］
　③岩瀬　智彦（市野川）68.6［14.4］
◇シニアの部
　①菅原　　実（興　津）67.4［21.6］
　②山口　勝示（墨　名）67.6［14.4］
　③板橋　　甫（川　津）67.8［19.2］
◇レディースの部
　①高橋　君江（関　谷）71.8［19.2］
　②渡辺きみ代（市野川）71.8［19.2］
　③坪井　秀子（鵜　原）72.6［26.2］
◇男子ベストグロス
　　久保田好一（鵜　原）78
　　影山　直毅（小松野）78
◇女子ベストグロス
　　三島　理恵（新　官）82
※［　］内はハンデキャップ
※同スコアの場合は年齢が上の者が上位

ビーチフラッグス（１、２年ＭＩＸ）
優　勝　武居　　令
第２位　末吉　由芽
第３位　松本　璃緒

ビーチフラグッス（３、４年男子）
優　勝　和田優一郎

ビーチフラッグス（４、５、６年女子）
第３位　末吉　暖歌

ニッパーボードレース（男子）
優　勝　渡辺　　祥
第３位　和田優一郎

男子の部
優　勝　平川　雄一・篠宮　俊弘　組（勝浦クラブ）
準優勝　鈴木　貴大・磯野　　颯　組（大多喜高校）
３　位　石井　　誠・桐川　庄司　組（勝浦クラブ）
３　位　志村　尚輝・青木　剛穂　組（勝浦クラブ）

女子の部
優　勝　角田　　碧・吉岡　真実　組（大多喜高校）
準優勝　関　　胡美・西川由利子　組（大多喜高校）
３　位　平野　ゆい・直江　侑奈　組（大多喜高校）
３　位　米本奈津子・一藁　　舞　組（大多喜高校）

平成２８年度　秋季市民ゲートボール大会
１０／１５　出水ゲートボール場

第４５回勝浦市民バレーボール大会
１０／２３　国際武道大学3号館体育館

第６９回勝浦市民秋季ゴルフ大会
１０／１９　勝浦東急ゴルフコース

第４２回勝浦市秋季ソフトテニス大会
１０／１６　市営荒川テニスコート

千葉県ライフセービング競技大会　ＢＯＳＯ　ＣＵＰジュニア部門
１０／１６　天津小湊海岸

6KATSUURA 2016.11.18



マイステージ

ニッパーボードリレー
第３位　勝浦ＬＳＣ

ニッパーボード（３、４年女子）
第３位　高梨　帆南
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第１３回全日本ジュニアライフセービング競技会

ニッパーボード（３、４年男子）
第３位　渡辺　　祥

ビーチフラッグス（３、４年女子）
優　勝　高梨　帆南
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落
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）

膝
の
上
で
眠
り
し
猫
の
心
臓
の

　音
さ
だ
ま
り
て
肌
に
伝
わ
り

里
見
ふ
み
子

※
お
願
い

　誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　12
月
16
日
発
行
号
に
掲
載
す
る
作
品
は
、
11
月
24
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
俳
句
会
　

萱
草
の
ひ
と
塊
や
風
過
ぎ
ぬ

久
我

　正
子

浪
花
出
の
全
勝
嬉
し
九
月
場
所

北
条

　杜
岡

虫
の
声
聞
き
つ
つ
文
を
書
い
て
居
り池

田
す
み
子

世
話
人
の
羽
織
姿
や
秋
祭
り

石
井
れ
い
子

浦
祭
り
露
店
の
バ
ナ
ナ
チ
ョ
コ
の
味関

野

　汀
華

敗
荷
の
実
は
結
べ
ど
も
哀
れ
な
り

高
梨

　信
子

手
作
り
の
団
子
供
え
て
月
を
待
つ

藤
井

　和
子

蝙
蝠
が
と
ん
で
暮
れ
ゆ
く
岩
高
山

田
邊

　観
潮

俳
句
（
一
般
）

岩
肌
や
夕
日
の
極
み
紅
葉
濃
し

篠
原

　一
代

お
囃
子
の
潮
風
に
乗
り
浦
祭

江
澤

　茂
子

秋
入
日
旅
の
終
は
り
の
足
湯
か
な

久
我
マ
ツ
子

歳
時
記
を
め
く
る
音
生う

む
秋
の
風

里
見
ふ
み
子
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客
様
に
飲
ん
で
頂
き
た
い
の
も
こ
の
酒
」と
、

酒
蔵
の
礎
と
な
る
部
分
に
ブ
レ
は
な
い
。

　「
中
島
君
は
勉
強
熱
心
で
す
。
彼
な
ら
大

丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

間
も
な
く
、
彼
に
と
っ
て
四
年
目
の
酒
造
り

が
始
ま
り
ま
す
」。
君
塚
さ
ん
は
す
で
に
、

寒
仕
込
み
モ
ー
ド
に
入
っ
て
い
た
。

　
君
塚
さ
ん
は
、
酒
造
り
の
面
白
さ
を
「
分

か
ら
な
さ
」
だ
と
語
る
。「
酒
造
り
は
様
々

な
微
生
物
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
麹
菌
が
お

米
の
で
ん
ぷ
ん
を
糖
化
し
つ
つ
も
、
酵
母
菌

が
そ
の
糖
分
を
使
っ
て
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
し

て
い
た
り
。
糖
化
が
進
み
す
ぎ
ち
ゃ
う
と
、

酵
母
菌
が
糖
圧
迫
を
受
け
ち
ゃ
う
。
ア
ル

コ
ー
ル
発
酵
が
進
む
と
、
自
分
の
出
し
た
ア

ル
コ
ー
ル
で
酵
母
は
減
る
し
。
も
ち
ろ
ん
温

度
の
関
わ
り
合
い
も
あ
っ
て
。
ど
れ
が
ど
う

原
因
と
な
り
関
係
し
て
い
る
か
が
複
雑
で
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
逆
に
面
白
い
で
す
ね
」。

　
そ
ん
な
君
塚
さ
ん
が
強
調
す
る
の
は
「
微

生
物
の
都
合
に
合
わ
せ
る
」
こ
と
。「
い
い

お
酒
を
造
る
基
本
で
す
。
勤
務
時
間
を
こ
っ

ち
で
作
っ
て
そ
れ
に
合
わ
せ
て
じ
ゃ
難
し

い
」。
仕
込
み
の
時
期
、
君
塚
さ
ん
は
主
に

麹
造
り
を
担
う
が
、
麹
に
と
っ
て
は
心
地
よ

い
、
暑
い
室む
ろ

で
の
作
業
。「
汗
を
か
く
の
で

こ
の
時
期
は
1.5
倍
く
ら
い
食
事
を
取
る
よ
う

に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
終
わ
る
頃
に
は
５

キ
ロ
体
重
が
落
ち
て
ま
す
ね
」。
そ
う
し
た

微
生
物
と
の
対
話
を
経
て
、
日
本
酒
は
私
た

ち
の
元
に
届
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
東
灘
は
五
人
体
制
で
仕
込
み
を
行
う
小
規

模
な
酒
蔵
な
が
ら
、
東
京
の
酒
販
店
や
飲
食

店
と
の
つ
な
が
り
を
地
道
に
築
い
て
き
た
。

利
き
酒
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
す
る
と
、
よ

か
の
よ
う
な
清せ

い
れ
つ冽

な
酸
味
が
弾
け
た
。
ま
る

で
、
白
ワ
イ
ン
を
思
わ
せ
る
日
本
酒
「
鳴な
る
か海 

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
テ
ィ 

純
米
吟
醸 

白
麹
」。
食

中
酒
と
し
て
、
洋
食
や
チ
ー
ズ
な
ど
と
合
わ

せ
た
く
な
る
味
わ
い
だ
。

　
こ
の
斬
新
な
酒
を
醸
し
た
の
は
、
勝
浦
に

二
軒
あ
る
造
り
酒
屋
の
一
つ
、
東
灘
醸
造
の

若
き
杜
氏
、
中
島
行
一
さ
ん
だ
。
中
島
さ
ん

は
酒
造
り
の
ほ
か
に
も
、
以
前
本
連
載
で
掲

載
し
た〝
お
茶
の
間
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
〞（
※
１
）

や
〝
イ
シ
イ
時
計N

ext

〞（
※
２
）
を
舞
台

に
利
き
酒
会
を
催
す
な
ど
、
今
注
目
の
若
手

人
材
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
島
さ
ん
の
活
躍
を
温
か
い
目
で

見
守
る
の
が
今
回
の
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と

で
あ
る
東
灘
の
六
代
目
、
君
塚
敦
さ
ん
だ
。

「
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
テ
ィ
は
、
中
島
君
が
自
分
で

や
り
た
い
っ
て
言
っ
て
造
っ
た
お
酒
。
名
前

も
彼
が
決
め
て
。
私
は
〝
ナ
ル
カ
ー
ニ
ャ
〞

が
い
い
か
な
と
言
っ
た
ん
だ
け
ど
（
笑
）。

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
も
彼
が
や
っ
た
ん
で
す
」。

　
若
手
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
君
塚
さ

ん
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
味
へ
の
妥
協
は
な
い
。

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
飲
み
会
の
際
に
ヴ
ァ
ー

ジ
ニ
テ
ィ
を
持
ち
込
ん
だ
ら
好
評
で
、
会
場

と
な
っ
た
〝
お
ー
ぼ
ん
あ
く
ぃ
ゆ
〞
の
マ
ス

タ
ー
、
成
瀬
さ
ん
（
※
３
）
に
も
太
鼓
判
を

も
ら
い
、
勝
浦
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
」

と
語
る
君
塚
さ
ん
。一
方
で
、「
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ

テ
ィ
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
一
つ
で
は
あ
る
け

れ
ど
、
あ
く
ま
で
も
最
も
力
を
注
い
で
い
る

の
は
既
存
の
〝
鳴
海
〞
シ
リ
ー
ズ
。
ま
ず
お
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グ
ラ
ス
に
注
い
だ
そ
の
酒
を
、
ゆ
っ
く
り

と
口
に
含
む
と
、
吟
醸
香
が
ふ
わ
っ
と
立
ち

上
る
。
丸
み
を
帯
び
た
酸
味
と
ボ
デ
ィ
の
あ

る
う
ま
味
に
酔
い
し
れ
ん
と
し
た
そ
の
時
、

不
意
を
突
く
か
の
ご
と
く
、
柑
橘
を
搾
っ
た

勝
浦
の
酒
の
新
基
軸

く
言
わ
れ
る
言
葉
が
あ
る
と
い
う
。「『
え
っ
、

勝
浦
の
お
酒
!?
』
っ
て
言
わ
れ
る
。
東
京
の

方
か
ら
見
た
ら
意
外
性
が
あ
る
み
た
い
な
ん

で
す
」
と
君
塚
さ
ん
。
東
北
や
新
潟
な
ど
、

全
国
に
数
多
く
あ
る
酒
蔵
の
中
、千
葉
県
の
、

勝
浦
と
い
う
海
辺
の
町
に
も
酒
を
醸
し
て
い

る
蔵
が
あ
り
、
東
京
に
も
積
極
的
に
出
展
す

る
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、

1961年4月28日生まれ。東灘醸造代表取締役。
明治大学農学部農芸化学科（微生物化学）卒業後、
酢メーカーの研究所や国税庁醸造試験所（現：独
立行政法人酒類総合研究所）を経て1989年、東灘醸
造へ戻る。酒造りの責任者である杜氏は弱冠33
歳の中島さんが務め、君塚さんは主に麹造りや
営業を担う。また、近年は藤平酒造（君津市）、木
戸泉酒造（いすみ市）とともに千葉日本酒活性化プ
ロジェクトに参加。千葉県産米を使った酒造りに
取り組む。今年は東灘醸造創業150周年である

“ 東灘らしさ ” が表現され
た「鳴海 純米吟醸 山田錦 
直詰め生」と、中島杜氏
の意欲作「鳴海 ヴァージ
ニティ 純米吟醸 白麹」

勝
浦
に
〝
奥
行
き
〞
を
与
え
る
こ
と
に
も
な

る
。
君
塚
さ
ん
は
、
可
能
性
は
ま
だ
ま
だ
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
京
で
は
「
比
較
す
る
酒
が
た
く

さ
ん
あ
る
」
こ
と
で
、
よ
り
客
観
的
な
評
価

が
下
さ
れ
る
。
そ
ん
な
中
、
君
塚
さ
ん
が
自

信
を
持
っ
て
勧
め
る
の
が
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

微
々
炭
酸
感
と
濃
醇
で
か
つ
後
味
の
キ
レ
が

い
い
定
番
の
鳴
海
シ
リ
ー
ズ
。「『
鳴
海
は
日

本
一
〝
な
め
ろ
う
〞（
※
４
）
に
合
う
酒
』
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
狙
っ
て
る
ん
で

す
が
、ど
う
で
し
ょ
う
」
と
笑
う
君
塚
さ
ん
。

勝
浦
の
食
文
化
を
背
景
に
宿
し
た
酒
を
知
っ

て
も
ら
う
べ
く
、
各
地
を
奔
走
す
る
日
々
が

続
く
。
さ
ら
に
将
来
「
勝
浦
の
お
米
で
、
勝

浦
の
酒
を
造
る
こ
と
」
が
目
標
だ
と
、
君
塚

さ
ん
。
勝
浦
の
風
土
と
人
を
醸
す
、
蔵
人
の

挑
戦
は
終
わ
ら
な
い
。

勝
浦
の
酒
の
新
基
軸

若
手
の
取
り
組
み
を
見
守
る

微
生
物
に
寄
り
添
う
酒
造
り

勝
浦
の
酒
を
知
っ
て
も
ら
う

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な
が

り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

熟成中のもろみが入ったタンクが並ぶ。11月に始
まった仕込み作業は 3月まで続く

右）作業する中島杜氏（東灘醸造提供）。左は利き
酒会の様子。解説を交えつつ、初心者でも楽しめる

海辺の集落の、狭い路地を入ったところに
佇む東灘醸造。谷津の奥に湧く地下水を仕
込み水として使っている

※１ 2014 年 7月号掲載　※２ 2016 年 10月号掲載　※３ 2014 年 1月号掲載
※ 4 鯵にネギ、ショウガ等の香味野菜と味噌を混ぜ、粘りが出るまで叩く、房総海岸地域の郷土料理
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記事の問合せ▶勝浦市企画課地域活力推進係　☎0470-73-6654

風
土
と
人
に
寄
り
添
う

姿
勢
で
地
域
を
醸か

も

す

君塚敦
あつし

さん



客
様
に
飲
ん
で
頂
き
た
い
の
も
こ
の
酒
」と
、

酒
蔵
の
礎
と
な
る
部
分
に
ブ
レ
は
な
い
。

　「
中
島
君
は
勉
強
熱
心
で
す
。
彼
な
ら
大

丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
安
心
感
が
あ
り
ま
す
。

間
も
な
く
、
彼
に
と
っ
て
四
年
目
の
酒
造
り

が
始
ま
り
ま
す
」。
君
塚
さ
ん
は
す
で
に
、

寒
仕
込
み
モ
ー
ド
に
入
っ
て
い
た
。

　
君
塚
さ
ん
は
、
酒
造
り
の
面
白
さ
を
「
分

か
ら
な
さ
」
だ
と
語
る
。「
酒
造
り
は
様
々

な
微
生
物
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
麹
菌
が
お

米
の
で
ん
ぷ
ん
を
糖
化
し
つ
つ
も
、
酵
母
菌

が
そ
の
糖
分
を
使
っ
て
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
し

て
い
た
り
。
糖
化
が
進
み
す
ぎ
ち
ゃ
う
と
、

酵
母
菌
が
糖
圧
迫
を
受
け
ち
ゃ
う
。
ア
ル

コ
ー
ル
発
酵
が
進
む
と
、
自
分
の
出
し
た
ア

ル
コ
ー
ル
で
酵
母
は
減
る
し
。
も
ち
ろ
ん
温

度
の
関
わ
り
合
い
も
あ
っ
て
。
ど
れ
が
ど
う

原
因
と
な
り
関
係
し
て
い
る
か
が
複
雑
で
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
逆
に
面
白
い
で
す
ね
」。

　
そ
ん
な
君
塚
さ
ん
が
強
調
す
る
の
は
「
微

生
物
の
都
合
に
合
わ
せ
る
」
こ
と
。「
い
い

お
酒
を
造
る
基
本
で
す
。
勤
務
時
間
を
こ
っ

ち
で
作
っ
て
そ
れ
に
合
わ
せ
て
じ
ゃ
難
し

い
」。
仕
込
み
の
時
期
、
君
塚
さ
ん
は
主
に

麹
造
り
を
担
う
が
、
麹
に
と
っ
て
は
心
地
よ

い
、
暑
い
室む
ろ

で
の
作
業
。「
汗
を
か
く
の
で

こ
の
時
期
は
1.5
倍
く
ら
い
食
事
を
取
る
よ
う

に
し
て
い
る
の
で
す
が
、
終
わ
る
頃
に
は
５

キ
ロ
体
重
が
落
ち
て
ま
す
ね
」。
そ
う
し
た

微
生
物
と
の
対
話
を
経
て
、
日
本
酒
は
私
た

ち
の
元
に
届
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
東
灘
は
五
人
体
制
で
仕
込
み
を
行
う
小
規

模
な
酒
蔵
な
が
ら
、
東
京
の
酒
販
店
や
飲
食

店
と
の
つ
な
が
り
を
地
道
に
築
い
て
き
た
。

利
き
酒
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
す
る
と
、
よ

か
の
よ
う
な
清せ
い
れ
つ冽

な
酸
味
が
弾
け
た
。
ま
る

で
、
白
ワ
イ
ン
を
思
わ
せ
る
日
本
酒
「
鳴な
る
か海 

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
テ
ィ 

純
米
吟
醸 

白
麹
」。
食

中
酒
と
し
て
、
洋
食
や
チ
ー
ズ
な
ど
と
合
わ

せ
た
く
な
る
味
わ
い
だ
。

　
こ
の
斬
新
な
酒
を
醸
し
た
の
は
、
勝
浦
に

二
軒
あ
る
造
り
酒
屋
の
一
つ
、
東
灘
醸
造
の

若
き
杜
氏
、
中
島
行
一
さ
ん
だ
。
中
島
さ
ん

は
酒
造
り
の
ほ
か
に
も
、
以
前
本
連
載
で
掲

載
し
た〝
お
茶
の
間
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
〞（
※
１
）

や
〝
イ
シ
イ
時
計N

ext

〞（
※
２
）
を
舞
台

に
利
き
酒
会
を
催
す
な
ど
、
今
注
目
の
若
手

人
材
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
中
島
さ
ん
の
活
躍
を
温
か
い
目
で

見
守
る
の
が
今
回
の
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と

で
あ
る
東
灘
の
六
代
目
、
君
塚
敦
さ
ん
だ
。

「
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
テ
ィ
は
、
中
島
君
が
自
分
で

や
り
た
い
っ
て
言
っ
て
造
っ
た
お
酒
。
名
前

も
彼
が
決
め
て
。
私
は
〝
ナ
ル
カ
ー
ニ
ャ
〞

が
い
い
か
な
と
言
っ
た
ん
だ
け
ど
（
笑
）。

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
も
彼
が
や
っ
た
ん
で
す
」。

　
若
手
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
君
塚
さ

ん
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
味
へ
の
妥
協
は
な
い
。

「
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
飲
み
会
の
際
に
ヴ
ァ
ー

ジ
ニ
テ
ィ
を
持
ち
込
ん
だ
ら
好
評
で
、
会
場

と
な
っ
た
〝
お
ー
ぼ
ん
あ
く
ぃ
ゆ
〞
の
マ
ス

タ
ー
、
成
瀬
さ
ん
（
※
３
）
に
も
太
鼓
判
を

も
ら
い
、
勝
浦
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
」

と
語
る
君
塚
さ
ん
。一
方
で
、「
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ

テ
ィ
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
一
つ
で
は
あ
る
け

れ
ど
、
あ
く
ま
で
も
最
も
力
を
注
い
で
い
る

の
は
既
存
の
〝
鳴
海
〞
シ
リ
ー
ズ
。
ま
ず
お
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グ
ラ
ス
に
注
い
だ
そ
の
酒
を
、
ゆ
っ
く
り

と
口
に
含
む
と
、
吟
醸
香
が
ふ
わ
っ
と
立
ち

上
る
。
丸
み
を
帯
び
た
酸
味
と
ボ
デ
ィ
の
あ

る
う
ま
味
に
酔
い
し
れ
ん
と
し
た
そ
の
時
、

不
意
を
突
く
か
の
ご
と
く
、
柑
橘
を
搾
っ
た

勝
浦
の
酒
の
新
基
軸

く
言
わ
れ
る
言
葉
が
あ
る
と
い
う
。「『
え
っ
、

勝
浦
の
お
酒
!?
』
っ
て
言
わ
れ
る
。
東
京
の

方
か
ら
見
た
ら
意
外
性
が
あ
る
み
た
い
な
ん

で
す
」
と
君
塚
さ
ん
。
東
北
や
新
潟
な
ど
、

全
国
に
数
多
く
あ
る
酒
蔵
の
中
、千
葉
県
の
、

勝
浦
と
い
う
海
辺
の
町
に
も
酒
を
醸
し
て
い

る
蔵
が
あ
り
、
東
京
に
も
積
極
的
に
出
展
す

る
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、

1961年4月28日生まれ。東灘醸造代表取締役。
明治大学農学部農芸化学科（微生物化学）卒業後、
酢メーカーの研究所や国税庁醸造試験所（現：独
立行政法人酒類総合研究所）を経て1989年、東灘醸
造へ戻る。酒造りの責任者である杜氏は弱冠33
歳の中島さんが務め、君塚さんは主に麹造りや
営業を担う。また、近年は藤平酒造（君津市）、木
戸泉酒造（いすみ市）とともに千葉日本酒活性化プ
ロジェクトに参加。千葉県産米を使った酒造りに
取り組む。今年は東灘醸造創業150周年である

“ 東灘らしさ ” が表現され
た「鳴海 純米吟醸 山田錦 
直詰め生」と、中島杜氏
の意欲作「鳴海 ヴァージ
ニティ 純米吟醸 白麹」

勝
浦
に
〝
奥
行
き
〞
を
与
え
る
こ
と
に
も
な

る
。
君
塚
さ
ん
は
、
可
能
性
は
ま
だ
ま
だ
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
京
で
は
「
比
較
す
る
酒
が
た
く

さ
ん
あ
る
」
こ
と
で
、
よ
り
客
観
的
な
評
価

が
下
さ
れ
る
。
そ
ん
な
中
、
君
塚
さ
ん
が
自

信
を
持
っ
て
勧
め
る
の
が
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

微
々
炭
酸
感
と
濃
醇
で
か
つ
後
味
の
キ
レ
が

い
い
定
番
の
鳴
海
シ
リ
ー
ズ
。「『
鳴
海
は
日

本
一
〝
な
め
ろ
う
〞（
※
４
）
に
合
う
酒
』
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
狙
っ
て
る
ん
で

す
が
、ど
う
で
し
ょ
う
」
と
笑
う
君
塚
さ
ん
。

勝
浦
の
食
文
化
を
背
景
に
宿
し
た
酒
を
知
っ

て
も
ら
う
べ
く
、
各
地
を
奔
走
す
る
日
々
が

続
く
。
さ
ら
に
将
来
「
勝
浦
の
お
米
で
、
勝

浦
の
酒
を
造
る
こ
と
」
が
目
標
だ
と
、
君
塚

さ
ん
。
勝
浦
の
風
土
と
人
を
醸
す
、
蔵
人
の

挑
戦
は
終
わ
ら
な
い
。

勝
浦
の
酒
の
新
基
軸

若
手
の
取
り
組
み
を
見
守
る

微
生
物
に
寄
り
添
う
酒
造
り

勝
浦
の
酒
を
知
っ
て
も
ら
う

か
つ
う
ら
し
い

ひ
と

人
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
ぬ
ま
っ
ち
特
派
員
が
勝
浦
の
様
々
な
モ
ノ
・
コ
ト
と
つ
な
が

り
地
域
で
活
躍
す
る
勝
浦
ら
し
い
人
＝「
か
つ
う
ら
し
い
ひ
と
」に
フ
ォ
ー
カ
ス
！

熟成中のもろみが入ったタンクが並ぶ。11月に始
まった仕込み作業は 3月まで続く

右）作業する中島杜氏（東灘醸造提供）。左は利き
酒会の様子。解説を交えつつ、初心者でも楽しめる

海辺の集落の、狭い路地を入ったところに
佇む東灘醸造。谷津の奥に湧く地下水を仕
込み水として使っている

※１ 2014 年 7月号掲載　※２ 2016 年 10月号掲載　※３ 2014 年 1月号掲載
※ 4 鯵にネギ、ショウガ等の香味野菜と味噌を混ぜ、粘りが出るまで叩く、房総海岸地域の郷土料理

KATSUURA 2016.11.18 8取材・撮影・文・デザイン：沼尻亙司　イラスト：瀧川由貴子
記事の問合せ▶勝浦市企画課地域活力推進係　☎0470-73-6654

風
土
と
人
に
寄
り
添
う

姿
勢
で
地
域
を
醸か

も

す

君塚敦
あつし

さん
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　１０月２８日、芸術文化交流センターに市内の小中学生お
よそ５５０人が集い、「歴史講演会～もっと知ろう！未来に
伝えよう！勝浦・外房と海難救助のこと～」が行われまし
た。
　元外国航路船長の大野幹雄さんが講師となり、アメリカ船
籍のハーマン号が勝浦沖で座礁沈没した際、人命救助にあ
たった地元の人の活躍などを説明。児童・生徒たちは大野
さんの熱心な講演に聞き入っている様子でした。

　１０月３０日、冬の到来を思わせる寒々しい勝浦中央海
水浴場に冷たい雨風まで吹きつける中、なぜかとても楽し
そうな一団が。なにごとかと覗いてみると「スタンドアッ
プパドル（ＳＵＰ）・サーフィン」の大会（森和仁実行委
員長）が行われていました。
　翌日がハロウィンということで、参加者はみな思い思い
の仮装で出場。カボチャや魔女、なかにはしょいかご姿の
選手たちまでいて、健康維持増進を目的としたこの大会の
ＰＲに一役買っていたようでした。

　芸術文化交流センターで１０月１４日、家庭教育講演会
がオーシャンズ若潮明社（吉田裕迪会長）の主催で行われ、
およそ１５０人の聴衆で会場は満員となりました。
　「人間らしい心豊かな子どもを育てる親の役割～子ども
が挫折する親のタイプ～」をテーマに、東京家庭教育研究
所の佐藤カヨさんが講師を務め、子育てのポイントをわか
りやすく伝えると、講演を聞いている方々は時折うなずき
ながら、子育てについて改めて学んでいる様子でした。

　１０月２０日、勝浦警察署（小泉憲男署長）で防犯功
労者表彰等の表彰式が行われました。
　多年にわたる防犯活動や少年非行防止に尽力された
功績により、岡村朋子さん（興津）に防犯栄誉銅章が、勝
浦警察署管内特殊防犯協力会（渡邉隆雄会長）に防犯功
労団体表彰が、岩瀬恵治さん（松野）に防犯功労者表彰
がそれぞれ授与されました。

もっと知ろう！未来に伝えよう！
歴史講演会

安全で安心なまちづくりに貢献
平成２８年度防犯功労者表彰

思い思いの仮装でいざレースへ 会場が満員となった講演会

前列左から岩瀬さん、岡村さん、渡邉会長

熱心に語りかける大野さん

子育てについて考える
家庭教育講演会

浜辺でハロウィン！？
勝浦ＳＵＰマリブチャレンジ 2016
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大親睦会

１日目は秋時雨に傘が開く

芦ノ湖遊覧船。２日目は秋晴れに恵まれる

鏡開き式

韮山反射炉。ガイドの話を聞くみなさん

ワイナリーでのテイスティング

　「第２０回勝浦市民号」が１０月２５、２６日の１泊２日の日程で行われ
ました。世界文化遺産の韮山反射炉を見学したり、ちょうど初冠雪を迎えた
富士山を芦ノ湖遊覧船から眺めたり、秋時雨も秋晴れも風情を添えて伊豆・
箱根を満喫する楽しい市民旅行となりました。

～勝浦市民号の旅～

ｉｎ伊豆・箱根
行
っ
て　

来
ま
し
た
！



インフォメーションガーデン

お
知
ら
せ

応
急
手
当
普
及
員
講
習

日
時　

平
成
29
年
３
月
13
日
㈪
～
15

日
㈬　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

（
連
続
３
日
間
）

場
所　

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
消
防
本
部
２
階
会
議
室

講
習
種
別

　

応
急
手
当
普
及
員
講
習
Ⅰ（
24
時

間
）

講
習
内
容　

当
消
防
本
部
管
内
事
業

所
の
従
業
員
ま
た
は
消
防
組
織
な

ど
の
構
成
員
に
対
し
て
行
う
応
急

手
当
の
普
及
指
導
に
従
事
す
る
指

導
者
の
育
成

受
講
対
象
者　

勝
浦
市
、
い
す
み

市
、
大
多
喜
町
、
御
宿
町
の
事
業

所
（
学
校
含
む
）
、
自
主
防
災
組

織
そ
の
他
の
消
防
防
災
に
関
す
る

組
織

定
員　

20
名
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料（
た
だ
し
、講
習
で
使

用
す
る
教
科
書
を
書
店
な
ど
で
直

接
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。
消
防
本

部
で
は
販
売
し
て
い
ま
せ
ん
。）

申
込
締
切　

平
成
29
年
１
月
31
日
㈫

17
時
ま
で

申
込
方
法　

お
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ　

夷
隅
郡
市
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
警
防

課
（
☎
80

−

０
１
３
３
）

　

在
宅
の
障
害
児
・
者
な
ど
（
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
）
、
難
病
等

患
者
お
よ
び
長
引
く
病
気
や
け
が
な

ど
に
よ
り
、
生
活
の
し
づ
ら
さ
が
あ

る
方
を
対
象
に
勝
浦
市
内
（
新
官
・

墨
名
の
一
部･

興
津
の
一
部
）
を
選

定
し
、
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
地
区
の
皆
様
の
お
宅
に
、
11

月
21
日
か
ら
、
調
査
実
施
の
お
知
ら

せ
の
チ
ラ
シ
を
配
布
の
上
、
12
月
１

日
以
降
に
調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査

の
説
明
を
し
、
調
査
票
を
配
布
い
た

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
調
査
票
の
提
出
は
任
意

で
す
の
で
、
ご
回
答
い
た
だ
け
な
い

場
合
で
も
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

福
祉
課
福
祉
係

（
☎
73

−
６
６
１
９
）

　

健
康
で
充
実
し
て
働
き
続
け
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

12
月
３
日
㈯　

13
時
30
分
～

16
時
30
分
（
受
け
付
け
は
13
時

か
ら
）

会
場

　

千
葉
商
工
会
議
所
第
２
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

日
時　

平
成
29
年
１
月
22
日
㈰
、
29

日
㈰　

９
時
30
分
～
17
時

場
所　

千
葉
県
歯
科
医
師
会
館

定
員　

40
名
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
。
お
電
話
で
も
。

申
込
・
問
合
せ

（
一
社
）
千
葉
県
歯
科
医
師
会

　

☎
０
４
３

−

２
４
１

−

６
４
７
１

　

FAX
０
４
３

−

２
４
８

−

２
９
７
７

　

HP http://cda.or.jp/55

　

高
齢
者
の
見
守
り
や
雇
用
促
進
な

ど
を
推
進
す
る
た
め
、
勝
浦
市
と
セ

ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
が
協
定
を
結
び
、

い
す
み
・
勝
浦
・
大
多
喜
・
御
宿
の

４
市
町
合
同
で
、
短
時
間
勤
務
の
制

度
や
配
達
、
清
掃
、
品
出
し
、
レ
ジ

接
客
な
ど
の
仕
事
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

12
月
２
日
㈮

　

14
時
～
15
時
30
分

会
場　

大
多
喜
町
中
央
公
民
館
研

修
室

費
用　

無
料

定
員　

40
名

対
象　

60
歳
以
上
の
方

（
年
齢
制
限
な
し
）

申
込
・
問
合
せ　

観
光
商
工
課

（
☎
73

−

６
６
４
１
）

　

地
球
温
暖
化
の
現
状
に
関
す
る
知

識
の
普
及
や
温
暖
化
対
策
の
推
進
を

行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格　

地
球
温
暖
化
防
止
活
動

を
自
ら
実
践
す
る
と
と
も
に
、
自

主
的
な
普
及
啓
発
活
動
が
で
き
る

方
で
、
千
葉
県
内
に
居
住
、
在
勤

ま
た
は
在
学
す
る
満
18
歳
以
上
の

方
。

委
嘱　

平
成
29
年
４
月
～
平
成
34
年

３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

応
募
方
法　

申
請
書
を
郵
送
、
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ

り
提
出
。

※
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

（http://w
w

w
.pref.chiba.lg.jp/

shigen/suishinin/suishinin.
htm

l

）

応
募
期
間　

11
月
18
日
㈮
～
平
成
29

年
１
月
20
日
㈮

　

※
期
間
内
必
着

申
込
先　

〒
２
６
０

−

０
０
２
４　

千
葉
市
中
央
区
中
央
港
１

−

11

−

１　

千
葉
県
地
球
温
暖
化
防
止
活

動
推
進
セ
ン
タ
ー
（
（
一
財
）
千

葉
県
環
境
財
団
内
）

　

FAX
０
４
３

−

２
４
６

−

６
９
６
９

　
　

ccca@
ckz.jp

問
合
せ　

千
葉
県
循
環
型
社
会
推

進
課
（
☎
０
４
３

−

２
２
３

−

４
６
４
５
）

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に

関
す
る
調
査
の
実
施

過
労
死
等
防
止
対
策

推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

未
就
業
歯
科
衛
生
士

復
職
支
援
研
修
会

シ
ニ
ア
従
業
員
の

お
仕
事
説
明
会
in 

大
多
喜

地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
の
募
集

定
員　

１
６
５
人

主
催　

厚
生
労
働
省

申
込
方
法　

左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す

　

https://w
w

w
.p-unique.co.jp/ 

karoushiboushisym
po

問
合
せ　

株
式
会
社
プ
ロ
セ
ス
ユ

ニ
ー
ク
（
☎
03

−
６
２
６
４

−

６
４
３
３
）

 

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高

校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
な
ど

に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ
ま
を
お

持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的

な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　

お
子
さ
ま
ひ
と
り
に
つ
き

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本
政

策
金
融
公
庫
）
が
サ
ポ
ー
ト

３
５
０
万
円
以
内

金
利　

年
１
．８
１
％
（
母
子
家
庭

の
方
な
ど
は
年
１
．４
１
％
）

　

※
平
成
28
年
11
月
10
日
現
在

返
済
期
間　

15
年
以
内
（
母
子
家
庭

の
方
な
ど
は
18
年
以
内
）

問
合
せ　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
０
５
７
０

−

０
０ 

８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
））

ま
た
は
（
☎
03

−

５
３
２
１

−

８
６
５
６
）
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インフォメー
ありがとうございました

平
成
29
年
成
人
式

　

市
で
は
、
来
年
１
月
８
日
㈰
に
勝

浦
市
芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会

場
と
し
て
「
平
成
29
年
成
人
式
」
を

挙
行
い
た
し
ま
す
。
現
在
、
市
内
在

住
の
対
象
者
の
方
に
は
通
知
文
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

平
成
８
年
４
月
２
日
～
平

成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
市
内
に
住
所
が
な
い
方
で
、
成
人

式
へ
の
出
席
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
社
会
教
育
課
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
☎
73

−

６
６
６
５
）

　

市
で
は
勝
浦
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
市
営
住
宅
の
場
所

　

勝
浦
市
沢
倉　

旭
ヶ
丘
第
２
団
地

　

１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。

③
そ
の
者
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
施

行
令
で
定
め
る
金
額
を
超
え
な
い

こ
と
。

④
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
者
で
あ
る
こ
と
。

⑤
申
込
人
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
家
族
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ

と
。

申
込
方
法

 
「
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
」
に
次

の
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
す
る

こ
と
。

①
入
居
応
募
世
帯
員
全
員
の
市
町
村

民
税
の
所
得
証
明
書

②
入
居
応
募
世
帯
員
全
員
の
住
民
票

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

※
「
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
」
は
市

役
所
都
市
建
設
課
に
あ
り
ま
す
。

申
込
期
限　

12
月
２
日
㈮
ま
で

問
合
せ

　

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係　
　

 

（
☎
73

−

６
６
２
７
）

勝
浦
市
営
住
宅

入
居
者
募
集
の
お
知
ら
せ

第３日曜日 １１月２０日

8：30～12：30第１日曜日 １２月　４日

第３日曜日 １２月１８日

 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が

必要です。
問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ

刑法犯認知件数【少ない順】〔１月～９月〕　

９月末も県内 37 市中、第１位でした。
※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 勝浦市 103 － 62 件
２ 南房総市 125 － 37 件
３ 鴨川市 205 － 15 件

ご み 処理状況〔９月〕　(   ) 内は前年同月比
■９月分処理量： 706.123t（8.97% 増）
　平成２８年度累計  3844.981t
　（内訳）○可燃ごみ：582.640t（8.80% 増）
　　　　　○資源ごみ：123.483t（9.76% 減）

市民のうごき〔１０月現在〕
( 　) 内は前月比
■人口
　○男
　○女

１８，５９８
９，３７３
９，２２５

人（２７減）
人（１４減）
人（１３減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

３０
４１

８
２５

０
２
３

人
人
人
人
人
人
人（増）

■８，９５２世帯 （１８減）

交通事故件数〔１０月〕
勝浦警察署　☎７３－０１１０

交通事故　３８件　
○人身事故…
　　死者数：
　　傷者数：
○物損事故…

２件
０人
３人

３６件

消防署の出動〔１０月〕
勝浦消防署　☎８０－０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災：　１件（１）
■救急：８８件

株式会社勝浦ホテル三日月
代表取締役　小髙　男　様
　　　　　　　　　１億円

　勝浦市の福祉事業に役立てていただき
たいと、１０月２４日に寄付されました。
　市では、福祉基金に積み立て、ご趣旨
に添い福祉事業に役立たせていただき
ます。

小髙芳男代表取締役

KATSUURA 2016.11.1813
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　　北中学校　１年　

末吉　里菜  　

　私は、大人になったら地域で読み聞かせをして
いると思います。私自身とても本を読むことが好
きだからです。本からたくさんのことを学ぶこと
ができました。表現力も豊かになりました。
　小学校の時に、毎週読み聞かせがありました。
読み終わった後には自然と笑顔になれました。こ
の楽しさを味わった私は、たくさんの人に伝えた
いと思うようになりました。その第一段階として、
地域の人たちに読み聞かせをしたいと考えるよう
になったのです。
　私の読み聞かせによって、たくさんの人が笑顔
になってくれたら、こんなにうれしいことはあり
ません。その夢をかなえたいと思います。

「読み聞かせで
笑顔に」

この表紙の気持ち悪いこと (>_<)･･･ って、気になっ
たあなた！どうぞ図書館にフラッと来てパラッと名
前見てさっと帰って…大歓迎です (笑 )でも、もった
いないな～…他にもオジサンにデカイヘビ、そしてハ
ナデンシャ！？コレ、みんな載ってますよ～気になり
ません？さらに、ウルトラマン○○、ア○チャン…紹
介文もユーモアあり、ぜひ、軽い気持ちでどうぞ。

○さいごのまほう　○みじかにいる神さま
○かえるのいえさがし　○海賊とよばれた男
○毎日食べたくなる絶品鍋　○砂の女
○名医が教える足のお悩み完全解決バイブル

コレも読んで！

『へんななまえのへんないきもの』

コレ読んで！図書館
からの
コレ読んで！

「素敵な恋愛映画はたくさんあるけれど、僕は君だ
けをずっと見ていたい」（拓也）

『新婚さん』を大募集中！
　６ヶ月以内に入籍し勝浦市に在住するお二人の
ラブラブな画像を募集します！お二人の氏名（ふり
がな）と短いコメント、住所、ご連絡先を同封のうえ、
ご応募ください。写真の場合は返却いたします。

　光を浴びている窓の表
現が難しかったです。

北中学校　３年
松 崎　澪

〔雪の降る日に〕

植村　拓也さん・まり恵さん
（川津） （茂原市）

ご結婚おめでとう
ございます♪
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